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成果と指標
の関係

成果指標A

連 絡 先

達成率

こ れ ま で の 取 組 み

　各分野で策定している振興プランに即して平成28年度に策定した「愛媛県農林水産試験研究推進計画」に沿った試験研究を推進している。
　農畜産分野では、生産現場から提起される試験研究要請課題や地域で問題となっている課題から、緊急性・普及性の高い課題を協議・選択し事業化または普及課題化して、新品種の育成、農畜産物の高付加
価値化、農業生産の低コスト化・省力化、環境負荷の低減化などにつながる新技術の開発により、地域農業の振興に寄与している。また、農林水産研究所で開発された新品種・新技術は、普及指導機関・家畜保
健衛生所を通して、現場への迅速な普及を図っている。
　林業分野では、森林が環境形成に及ぼす影響、森林の管理・経営及び木質資源加工利用に重点をおいて、県民、行政、地域から要請された課題について試験研究を行っており、その研究成果については、
林業普及指導員が地域の特性に応じた実用的な技術・知識として、森林所有者等への円滑な現場移転を図っている。また、森林所有者、林業事業体、木材関係者及び一般県民に対して、研究成果等に基づく
林業技術研修、緑化研修等を実施し、広範な普及指導に努めている。
　水産分野では、水産資源の減少や魚価の低迷、真珠生産の伸び悩みといった多くの課題を抱えている中、水産資源の持続的な生産・供給体制の確立や漁家所得の向上を図るため、漁場環境や水産資源等
を把握・解明するための各種調査、水産有用資源を増殖するための種苗生産技術の開発、新たな養殖魚種の種苗生産、養殖技術の開発と持続的な漁場利用技術の確立、浅海域における藻場造成技術の開発
や干潟域の環境調査等を実施している。また、大量へい死の発生以降低迷の続く真珠養殖業対策としては、感染症に強い貝づくり、真珠品質向上を柱として対策を講じ成果を上げている。

農産園芸課担 当 部 局 名

施 策 の 内 容

施 策 の 目 標

農林水産部 農業振興局

　農林水産各分野の振興プランにおいて、農林水産業を支える生産構造や多様化・複雑化する流通に適応した流通・販売体制の強化、省力・低コスト化に対応した生産力を確保するととも
に、自然環境との持続的な共存を図るうえで、森林や漁場等の地域資源を保全する豊かな環境形成と安定生産とを総合的に推進し、活力ある農林水産業の実現を図ることとしており、これ
ら目標の達成に向けた技術開発を推進する。また、得られた成果については関係機関と連携し迅速に現場移転することにより、農林水産経営の安定化を図る。

事業費（予算）

達成率 予算計 国費 その他

110.3%
120.7%

施 策 名

区分

農林水産新技術の開発・普及

強

算 定 方 法

評 価 責 任 者 課長　清水　伸一

新技術の開発数

現場利用可能な技術開発数が試験研究の成果を代表するため 選 択 理 由

算 定 方 法実用化しうる技術数をカウントする

ns07
予 算 施 策
コ ー ド

単　位

3年度

件

39

29 32

29

4年度　目標値 40

2年度 35 1,990,497 2,401,298 2,622,519 944,140

-

元年度

41

最終目標

105.1%

フロー
指標の種類
(ﾌﾟﾗｽﾏｲﾅｽ)

＋

％
実績

963,744

5,570,768 1,178,973
838,306 100,948 270,796 466,562

様式１



2
　県の関与の必要性

　成果指標A

　成果指標B

3

参考：構成事務事業の評価
の平均値

成果動向

　農業新技術の開発は、多大な経費や専門的な知識、設備が必要となり、様々なリスクを伴うため、生産者が全て行うことは不可能である。県内生産者の生産技術水
準の向上を図り、地域振興を農業技術の面からリードするためにも公設試験研究機関で実施すべきである。
　林業新技術の開発には、多大な経費と期間及び専門的な知識、設備が必要となるため、森林所有者等が行うことには限界がある。また、研究対象である森林には、
多面的な公益的機能があり、これの高度発揮を図るための試験研究は、県が実施すべきである。
　水産新技術の開発・普及は、広域的な調査の実施が必要なこと、高度な技術、設備等が必要なこと、取り組む課題が水産業全体の幅広い分野であること、調査研究
結果が公共性の高いものであることから県が実施すべきである。

　農業分野では、概ね順調に試験研究課題への対応や開発された成果の普及を進めており、新品種、新技術の面積も増加の見込みである。
　今後とも、多様な消費者ニーズに対応できる競争力のある地域農業を確立するため、高付加価値化、低コスト化、省力化等を可能にする新技術の研究・開発に地道に取り組むとともに、愛媛の農
業を支える新品種や特許などの知的財産の取得、新しい栽培技術の開発など、産官学の連携を一層強化しながら効果的な試験研究を進めていく必要がある。
　林業分野では、地球温暖化等に対応した森林の環境形成機能の解明や厳しい経営が続く林業・木材産業からの低コスト・省力化等に向けた新技術や県産材への需要拡大を図るため、地域の抱
える課題への対応や加工利用技術の開発に取り組んでいく必要がある。
　水産分野では、本県水産業を支えていくために、消費者の多様なニーズへの対応、水産物のブランド化による付加価値の向上、資源の合理的利用や効果的な漁獲など、持続的漁業生産体制の
確立につながる研究・開発を継続して取り組んでいく他、アコヤガイへい死対策など緊急を要する課題についても臨機応変に対応していく必要がある。
　一方で、厳しい財政状況に対応するため、常に農林水産研究所の運営費や研究・調査内容を見直しながら効率的な運営を図るとともに、国・大学・企業等との連携を強化し国等の競争的資金の
活用を積極的に進めていく。

　平成17年から導入した試験研究課題の外部評価制度や平成20年度の試験研究機関再編を踏まえ、生産現場の課題に対応しながら体系的に試験研究課題を設定し、効率的かつ効果
的な試験研究を推進する必要がある。
　また、試験研究に対する国の補助が、公募型の競争的資金となっていることから、採択確保のため応募課題のブラッシュアップや国、企業や大学等との積極的な連携、学会及び論文投
稿の励行による研究機関・研究者の信頼度や知名度を向上させていく必要がある。

成果向上
余地

説
　
明

2.30

施 策 の 今 後 の 方 向 性 

成果向上が可能

成果向上
余地

説
　
明

順調・向上成果
動向

　生産現場に直結する技術開発や品種育成が進んでおり、目標は概ね順調に達成している。また、各農林水産研究所で開発された技術は、普及指導機関・家畜保
健衛生所等を通じて普及を図っている。
　一方、生産現場から求められる新技術は、社会環境の変化によって高度化しているため、現場の課題に柔軟に対応するとともに、生産者への普及定着まで考慮した
技術開発に取り組むことにより、成果の向上余地はある。
　また、大学や関係機関との連携を図ることにより、効率的かつ効果的な試験研究に取り組むことにより、さらに迅速に生産現場への技術浸透を図っていくことが可能と
考える。

施 策 の 評 価

成果
動向

説
　
明高い
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今 後 予 測 さ れ る
環 境 変 化

順調・向上 成果向
上余地

成果向上が可能



４－１　事務事業管理シート（評価対象事業）

1 指標動向 R元年度 R2年度 R3年度 R4年度
最終目標
（R4）

R元年度 R2年度 R3年度 R4年度
成果
動向

4成果順調である
向上
余地

3大きく成果向上す
る

単位 計画 10000 10000 10000 9000 9000 事業費計 12,500 12,500 12,500 11,250

実績 9676 9539 9986 国費

達成率 96.76% 95.39% 99.86% その他

単位 計画 2 2 2 2 2 県費 12,500 12,500 12,500 11,250

実績 2 2 5 事業費計 12,100 9,825 11,074

達成率 100.00% 100.00% 250.00% 国費 方向１

単位 計画 10 10 10 10 10 その他 方向２

実績 9 0 3 県費 12,100 9,825 11,074 方向３

達成率 90.00% 0.00% 30.00% 人役 0.3 0.4 0.4

人件費 2,042 2,707 2,420

2 指標動向 R元年度 R2年度 R3年度 R4年度
最終目標
（R？）

R元年度 R2年度 R3年度 R4年度
成果
動向

4成果順調である
向上
余地

2一定の成果向上余
地あり

単位 計画 8250 172 630 700 － 事業費計 37,640 5,396 15,818 26,376

実績 9930 550 691 国費 37,640 5,396 15,818 26,376

達成率 120.36% 319.77% 109.68% その他

単位 計画 100 100 100 100 － 県費

実績 100 100 100 事業費計 29,636 3,993 14,917

達成率 100.00% 100.00% 100.00% 国費 29,636 3,993 14,917 方向１

単位 計画 その他 方向２

実績 県費 方向３

達成率 - - - 人役 0.5 0.5 0.5

人件費 3,403 3,383 3,025

3 指標動向 R元年度 R2年度 R3年度 R4年度
最終目標
（R？）

R元年度 R2年度 R3年度 R4年度
成果
動向

4成果順調である
向上
余地

1成果向上余地が小
さい

単位 計画 60 60 60 60 事業費計 16,154 9,908 3,044 24,706

実績 60 60 60 国費 16,154 9,908 3,044 24,706

達成率 100.00% 100.00% 100.00% その他

単位 計画 395 県費

実績 526 事業費計 15,917 9,867 3,036

達成率 133.16% - - 国費 15,917 9,867 3,036 方向１

単位 計画 3 3 3 4 その他 方向２

実績 3 3 1 県費 方向３

達成率 100.00% 100.00% 33.33% 人役 0.2 0.2 0.2

人件費 1,362 1,354 1,210

事業の概要

ハード事業による革新的技術導入は、閉鎖型育苗施設等の導
入技術が他の生産者に波及するなど、成果が上がっている。
市場調査等は、新型コロナ感染拡大により、首都圏での実施
は制限されているが、オンライン研修で代替しており、普及指
導員の流通・販売の資質は向上している。

事業の概要

事業の概要

研究に必要な分析機器等の整備であることから、研究に不可
欠であり品種育成や病害防除研究、栽培試験研究等に有効に
活用されている。

成果 ＋ ﾌﾛｰ ハード事業交付金交付額 千円

指標種類2 指標名称2

成果

評
価

指標種類1 指標名称1

予
算

＋
このまま継続

ﾌﾛｰ 流通研修実施回数

　

成果 ＋ ﾌﾛｰ 市場調査研究実施回数 回

予算施策名 ns07 農林水産新技術の開発・普及

指標名称3

評
価

回
決
算 見

直
し
方
向
性

実施
期間

始期 終期

R元 R4
高い技術力を持つ農業者が行う先進的技術導入への支援等を普及組織が先導し、農業者と連携しながら
行うことで、産地づくりの推進を図る。

指標種類3

普及組織先導型戦略的産地づくり推進事業費
コスト

（単位：千円）

農業試験分析機器等整備費
コスト

（単位：千円）

指標種類1 指標名称1

予
算

成果 ＋ ﾌﾛｰ 分析点数(使用回数) 点

指標種類2 指標名称2

活動 ＋ ﾌﾛｰ 分析機器整備実施率 ％
決
算 見

直
し
方
向
性

このまま継続

指標種類3 指標名称3 　

実施
期間

始期 終期

H21
予定・見込
があれば記

入

電源立地地域において、高品質で安定した農作物生産に資する試験研究やその成果を普及するために必
要となる機器、設備の導入を促進し、試験研究、普及指導等の効率化、高度化を図り、農家所得の向上、
地域農業の活性化につなげる。

指標種類1 指標名称1

予
算

整備機器数 式

活動 ＋ ﾌﾛｰ 調査頻度 式

指標種類2 指標名称2

成果 ＋ ﾌﾛｰ 種苗生産数 千尾
決
算

このまま継続

指標種類3 指標名称3 　

活動 ＋ ﾌﾛｰ

実施
期間

始期 終期

H25
予定・見込
があれば記

入

地域の産業の近代化及び活性化のための事業、地域の産業関連技術の振興のための事業を対象として
水産試験分析機器等を整備する。

水産試験分析機器等整備費
コスト

（単位：千円）

評
価

見
直
し
方
向
性



4 指標動向 R元年度 R2年度 R3年度 R4年度
最終目標
（R？）

R元年度 R2年度 R3年度 R4年度
成果
動向

4成果順調である
向上
余地

2一定の成果向上余
地あり

単位 計画 0 130 480 1200 事業費計 0 23,476 20,890 17,762

実績 0 136 国費 8,546 9,729 8,699

達成率 - - 104.62% その他

単位 計画 78 312 408 600 県費 14,930 11,161 9,063

実績 102 310 事業費計 0 0 19,529

達成率 - 130.77% 99.36% 国費 9,413 方向１

単位 計画 その他 方向２

実績 県費 10,116 方向３

達成率 - - - 人役 0.7

人件費 4,737

5 指標動向 R元年度 R2年度 R3年度 R4年度
最終目標
（R12）

R元年度 R2年度 R3年度 R4年度
成果
動向

3成果横ばい
向上
余地

2一定の成果向上余
地あり

単位 計画 18 18 18 18 事業費計 3,968 3,958 5,779 0

実績 6 8 10 国費 1,500 1,505 2,126

達成率 33.33% 44.44% 55.56% その他 1,500 1,500 2,700

単位 計画 450 450 480 830 県費 968 953 953

実績 491 471 458.9 事業費計 2,873 2,612 2,592

達成率 109.11% 104.67% 95.60% 国費 1,239 1,214 967 方向１

単位 計画 その他 1,239 1,300 1,575 方向２

実績 県費 395 98 50 方向３

達成率 - - - 人役 1.8 1.8 1.8

人件費 12,251 12,179 10,890

6 指標動向 R元年度 R2年度 R3年度 R4年度
最終目標
（R3）

R元年度 R2年度 R3年度 R4年度
成果
動向

4成果順調である
向上
余地

2一定の成果向上余
地あり

単位 計画 3 3 3 3 事業費計 5,243 4,101 4,101 0

実績 3 1 1 国費

達成率 100.00% 33.33% 33.33% その他 3,232 1,702 1,702

単位 計画 3 3 3 3 県費 2,011 2,399 2,399

実績 3 2 1 事業費計 2,032 807 1,615

達成率 100.00% 66.67% 33.33% 国費 方向１

単位 計画 0 2 1 1 その他 1,018 807 409 方向２

実績 0 2 1 県費 1,014 1,206 方向３

達成率 - 100.00% 100.00% 人役 2.0 2.0 2.0

人件費 13,612 13,532 12,100

7 指標動向 R元年度 R2年度 R3年度 R4年度
最終目標
（R？）

R元年度 R2年度 R3年度 R4年度
成果
動向

4成果順調である
向上
余地

2一定の成果向上余
地あり

単位 計画 0 4 7 事業費計 0 0 8,999 8,999

実績 0 国費

達成率 - - - その他

単位 計画 10 10 10 県費 8,999 8,999

実績 23 事業費計 0 0 8,407

達成率 - - 230.00% 国費 方向１

単位 計画 2 4 6 その他 方向２

実績 2 県費 8,407 方向３

達成率 - - 100.00% 人役 1.5

人件費 9,075

取組面積の減少は、応急防除による一時的な減少であり、農
業者数には増加がみられる。今後もみどりの食料システム法
に基づく認定制度、環境直払交付金、有機JAS認証指導員育
成、有機農業転換支援事業等の制度活用、市町、農業団体等
との連携を図りながら、面積拡大を目指す。

みどりの食料システム戦略推進事業に統合

セミナーの開催により、ドローン防除の有効性及び課題につい
て理解が深まった他、薬効・薬害試験において、対象害虫に対
し1,000倍を手散布する慣行散布と同等の防除効果が認めら
れ、茎葉と果実に対する薬害も認められなかった。

ハイクリアランス仕様トラクターを使用することで、従来の歩行
型管理機より作業時間を1/3に短縮できた他、ドローンを利用
した新たな省力防除体系を実証することができた。

事業の概要

事業の概要

事業の概要

事業の概要

評
価

指標種類1 指標名称1

予
算

成果 ＋ ｽﾄｯｸ 開発した新技術の数 件

指標種類2 指標名称2

活動 ＋ ﾌﾛｰ 圃場における試験数 数
決
算

サトイモ大規模省力生産技術開発事業費

R3 R5
水田輪作上、儲かる品目であるサトイモを対象に、土入れや防除などの労力軽減を図るため、ハイクリアラ
ンス仕様トラクターやドローンを導入した高収益・高品質につながる技術を開発するとともに、非破壊で無人
選別可能な技術や親芋を有効活用するための技術開発に取り組む。

指標種類3 指標名称3 　

統合

ドローン防除農薬適用拡大普及事業費
コスト

（単位：千円）

評
価活動 ＋ ﾌﾛｰ

利用拡大研修会及びセミ
ナー開催数

指標種類2 指標名称2

活動 ＋ ﾌﾛｰ 薬効・薬害試験事例数
決
算 見

直
し
方
向
性

指標種類3 指標名称3

成果 ＋

有機農業推進事業費
コスト

（単位：千円）

評
価

指標種類1 指標名称1

予
算

実施
期間

始期 終期

H20
予定・
見込が
あれば

H18年12月に有機農業の推進に関する法律され、20年3月に策定し、R3年3月に改定された県推進計画に
基づき、有機農産物の技術開発、生産・流通の拡大、農産物の信頼確保、有機農業に対する理解の増進
に取り組む。

活動 ＋ ﾌﾛｰ 有機農業講座の開催回数 回

指標種類2 指標名称2

成果 ＋ ｽﾄｯｸ 有機農業の取り組み面積 ha
決
算 見

直
し
方
向
性

　見
直
し
方
向
性

指標種類3 指標名称3

活動 ＋ ｽﾄｯｸ 親芋の活用方法数 品目

実施
期間

始期 終期

このまま継続

指標種類1 指標名称1

予
算

実施
期間

始期 終期

R元

　

このまま継続

ﾌﾛｰ 農薬適用拡大数

R3
柑橘園でのドローン防除の課題抽出のため、利用拡大研修会及び実演フライトセミナーを開催し、ドローン
防除農薬の適用拡大を進める。

コスト
（単位：千円）

実施
期間

始期 終期

R2 R6
生産現場で技術指導をしている普及指導員等と、県下の農業指導機関（病害虫防除所・農林水産研究所
等）を高画質な映像等で結び、複数の専門家の助言による高いレベルの診断をリアルタイムに行えるシス
テムを、普及指導員の指導活動を通して開発、実用化する。

成果 ＋ ﾌﾛｰ
リアルタイム遠隔診断
（相談）

件

指標種類2 指標名称2

活動 ＋ ﾌﾛｰ
新システムを活用した普
及職員による高度な現地
指導

件
決
算 見

直
し
方
向
性

このまま継続

指標種類3 指標名称3 　

通信を通して課題の把握に努め、システムの開発に活かして
おり、計画通り進んでいる。

リアルタイム農業普及指導ネットワーク構築事業費
コスト

（単位：千円）

評
価

指標種類1 指標名称1

予
算



8 指標動向 R元年度 R2年度 R3年度 R4年度
最終目標
（R3）

R元年度 R2年度 R3年度 R4年度
成果
動向

4成果順調である
向上
余地

2一定の成果向上余
地あり

単位 計画 0 1 5 － 5 事業費計 8,930 8,945 8,945 0

実績 0 1 5 国費

達成率 - 100.00% 100.00% その他

単位 計画 0 50 40 － 40 県費 8,930 8,945 8,945

実績 0 38 34 事業費計 8,503 8,588 8,443

達成率 - 76.00% 85.00% 国費 方向１

単位 計画 16 16 16 － 16 その他 方向２

実績 16 24 64 県費 8,503 8,588 8,443 方向３

達成率 100.00% 150.00% 400.00% 人役 1.4 1.4 1.4

人件費 9,529 9,473 8,470

9 指標動向 R元年度 R2年度 R3年度 R4年度
最終目標
（R3）

R元年度 R2年度 R3年度 R4年度
成果
動向

4成果順調である
向上
余地

4その他

単位 計画 2 4 4 － 4 事業費計 6,476 6,325 5,625 0

実績 2 4 4 国費 2,734

達成率 100.00% 100.00% 100.00% その他

単位 計画 2 3 3 － 4 県費 6,476 3,591 5,625

実績 2 3 3 事業費計 6,234 0 5,284

達成率 100.00% 100.00% 100.00% 国費 方向１

単位 計画 その他 方向２

実績 県費 6,234 5,284 方向３

達成率 - - - 人役 0.8 0.8 0.8

人件費 5,445 5,413 4,840

10 指標動向 R元年度 R2年度 R3年度 R4年度
最終目標
（R？）

R元年度 R2年度 R3年度 R4年度
成果
動向

3成果横ばい
向上
余地

2一定の成果向上余
地あり

単位 計画 20 20 20 18 事業費計 138,008 137,864 117,864 0

実績 9 9 6 国費 14,994 19,765 24,446

達成率 45.00% 45.00% 30.00% その他 123,014 118,099 93,418

単位 計画 23 20 26 24 県費

実績 32 28 26 事業費計 64,455 20,025 14,923

達成率 139.13% 140.00% 100.00% 国費 858 442 447 方向１

単位 計画 その他 63,597 19,583 14,476 方向２

実績 県費 方向３

達成率 - - - 人役 16.6 16.6 16.6

人件費 112,980 112,316 100,430

11 指標動向 R元年度 R2年度 R3年度 R4年度
最終目標
（R？）

R元年度 R2年度 R3年度 R4年度
成果
動向

3成果横ばい
向上
余地

1成果向上余地が小
さい

単位 計画 55000 55000 55000 55000 55000 事業費計 11,007 11,846 11,008 11,008

実績 74052 77135 75279 国費 3,802 4,188 3,770 3,770

達成率 134.64% 140.25% 136.87% その他 4,038 4,038 4,038 4,038

単位 計画 130 130 130 130 130 県費 3,167 3,620 3,200 3,200

実績 152 87 80 事業費計 10,229 10,525 9,252

達成率 116.92% 66.92% 61.54% 国費 3,802 4,188 3,770 方向１

単位 計画 その他 3,284 2,986 2,594 方向２

実績 県費 3,143 3,351 2,888 方向３

達成率 - - - 人役 22.5 22.5 23.0

人件費 153,135 152,235 139,150

医学的な有用性が確認できなかったことから、栄養学的な観
点から再度検討するとともに、低たんぱく米のパックご飯として
の活用を目指す。

今後は、農業試験研究費の中で対応する。

軽量培土を用いた早期成園化のための技術開発、復興モデル
としての根域制限栽培の実証など、当初目標とした成果が達
成できた。

今後は、これまでの成果をもとに、現場段階で技術導入や対
策を推進する方向のため、事業は廃止する。

国等の提案公募型研究資金や企業等の委託資金を活用し
て、産学官の広域的な連携強化による先端技術等を活用した
生産、流通、加工等の現場に密着した質の高い試験研究を実
施しており、今後も事業の継続が必要である。

森林・林業、木材産業を活性化させ、森林の持つ多面的機能
を発揮させていくためには、地域林業を主体的に担っていく「人
づくり」が基本となることから、地域に密着した活動を展開して
いる林業普及指導事業は重要であり、今後も事業の継続が必
要である。

事業の概要

事業の概要

事業の概要

事業の概要
実施
期間

始期 終期

S25
林業技術の改善、林業経営の合理化、森林整備を促進し、森林の有する多面的機能の発揮及び林業の
持続的かつ健全な発展に資するため、林業普及指導員が森林所有者や県民等に接し、技術及び知識の
普及と森林・林業・木材産業に関する指導等を行う。

成果 ＋ ﾌﾛｰ
林業普及指導員の巡回指
導時間

時間

指標種類2 指標名称2

活動 ＋ ﾌﾛｰ 研修受講者数 人
決
算 見

直
し
方
向
性

このまま継続

指標種類3 指標名称3 　

実施
期間

始期 終期

H16
予定・見込
があれば記

入

国等の提案公募型研究資金や企業等の委託資金を活用して、産学官の広域的な連携強化による先端技
術等を活用した生産、流通、加工等の現場に密着した質の高い試験研究を推進する。

活動 ＋ ﾌﾛｰ 試験研究課題数 数
決
算 見

直
し
方
向
性

このまま継続

指標種類3 指標名称3 　

林業普及指導事業費
コスト

（単位：千円）

評
価

広域連携型農林水産研究開発事業費
コスト

（単位：千円）

評
価

指標種類1 指標名称1

予
算

決
算 見

直
し
方
向
性

指標種類1 指標名称1

予
算

終期

R元

成果 ＋ ﾌﾛｰ 採択課題数 数

指標種類2 指標名称2

見
直
し
方
向
性

統合

指標種類3 指標名称3 　

活動

成果 ＋ ﾌﾛｰ
成績書の課題数(試験課題
数)

課題

指標種類2 指標名称2

活動 ＋ ﾌﾛｰ 園地復興支援技術検討会 回

実施
期間

始期

＋ ﾌﾛｰ

休止・廃止

指標種類3 指標名称3 　

実施
期間

始期 終期

R元 R3
ヒトが消化しやすいタンパク質（易消化タンパク質）を通常の1/2以下に低減した良食味水稲の、医学的有
用性の評価や販売戦略の検討を行うとともに、品種特性を最大限に生かした生産技術及び易消化タンパク
質含量の高速測定技術開発に取り組む。

R3
西日本豪雨被災園の早期成園化技術、担い手不足に対応した省力化技術、さらに、今後の災害に強い園
地改良技術等を開発し、日本一の柑橘産地の復興を技術面から支援することで、担い手の生産意欲向上
や被災農家の所得向上を目指す。

指標種類1 指標名称1

予
算

栽培試験の試験区数 区

果樹園災害復興支援技術開発事業費
コスト

（単位：千円）

評
価

指標種類1 指標名称1

予
算

成果 ＋ ｽﾄｯｸ 開発した新技術の数 件

指標種類2 指標名称2

活動 ＋ ﾌﾛｰ 臨床試験の被験者数 人
決
算

腎疾患対応低タンパク米開発事業費
コスト

（単位：千円）

評
価



12 指標動向 R元年度 R2年度 R3年度 R4年度
最終目標
（R？）

R元年度 R2年度 R3年度 R4年度
成果
動向

3成果横ばい
向上
余地

2一定の成果向上余
地あり

単位 計画 1 事業費計 0 0 1,200 0

実績 1 国費 600

達成率 - - 100.00% その他

単位 計画 1 県費 600

実績 1 事業費計 0 0 1,200

達成率 - - 100.00% 国費 600 方向１

単位 計画 その他 方向２

実績 県費 600 方向３

達成率 - - - 人役 0.5

人件費 3,025

13 指標動向 R元年度 R2年度 R3年度 R4年度
最終目標
（R？）

R元年度 R2年度 R3年度 R4年度
成果
動向

4成果順調である
向上
余地

2一定の成果向上余
地あり

単位 計画 20000 40000 40000 40000 80000 事業費計 5,952 11,900 11,900 10,710

実績 28500 40000 40000 国費

達成率 142.50% 100.00% 100.00% その他

単位 計画 2 3 2 2 3 県費 5,952 11,900 11,900 10,710

実績 2 3 3 事業費計 5,952 11,900 11,732

達成率 100.00% 100.00% 150.00% 国費 方向１

単位 計画 その他 方向２

実績 県費 5,952 11,900 11,732 方向３

達成率 - - - 人役 0.9 0.9 0.9

人件費 6,126 6,090 5,445

14 指標動向 R元年度 R2年度 R3年度 R4年度
最終目標
（R？）

R元年度 R2年度 R3年度 R4年度
成果
動向

4成果順調である
向上
余地

2一定の成果向上余
地あり

単位 計画 4 4 4 5 事業費計 8,292 7,227 6,743 7,260

実績 4 4 4 国費 2,479

達成率 100.00% 100.00% 100.00% その他 1,727 1,000

単位 計画 2 2 2 2 県費 8,292 4,748 5,016 6,260

実績 2 2 2 事業費計 7,852 6,005 5,258

達成率 100.00% 100.00% 100.00% 国費 2,473 方向１

単位 計画 その他 1,000 方向２

実績 県費 7,852 3,532 4,258 方向３

達成率 - - - 人役 0.8 0.8 0.8

人件費 5,445 5,413 4,840

15 指標動向 R元年度 R2年度 R3年度 R4年度
最終目標
（R？）

R元年度 R2年度 R3年度 R4年度
成果
動向

4成果順調である
向上
余地

2一定の成果向上余
地あり

単位 計画 6 6 8 事業費計 0 7,963 8,775 8,789

実績 6 6 国費

達成率 - 100.00% 100.00% その他

単位 計画 3 3 3 県費 7,963 8,775 8,789

実績 3 3 事業費計 0 7,128 8,089

達成率 - 100.00% 100.00% 国費 方向１

単位 計画 その他 方向２

実績 県費 7,128 8,089 方向３

達成率 - - - 人役 1.0 1.0

人件費 6,766 6,050

活動

事業の概要

事業の概要

事業の概要

実際の木材流通における、原木段階での強度選別による製品
ロス低減の実証や、心材の二酸化窒素除去機能に注目し、新
たな内装材の付加価値としてアピールする研究に取り組み始
めたところであり、今後の継続した試験研究により大径材の利
用拡大向上を目指す足がかりができた。

伊予の媛貴海養殖種苗生産強化事業費
コスト

（単位：千円）

このまま継続

本事業で得られた知見・
技術数の数

個

指標種類2 指標名称2

＋

成果 ＋ ﾌﾛｰ
本事業で得られた知見・
技術数の数

個

指標種類2 指標名称2

活動 ＋ ﾌﾛｰ 試験研究課題数 課題
決
算 見

直
し
方
向
性

指標種類3 指標名称3 　

スマ養殖の産業化に向けて必要なスマ用配合飼料の開発を民間企業と共同で進めるとともに、中間育成
時や養殖時における生残率の改善に必要な飼育技術の高度化について取り組む

このまま継続

事業の概要

成果 ＋ ﾌﾛｰ 種苗生産数 尾

指標種類2 指標名称2

活動 ＋ ﾌﾛｰ 種苗生産回数 回
決
算 見

直
し
方
向
性

指標種類3 指標名称3 　

このまま継続

評
価

指標種類1 指標名称1

予
算

実施
期間

始期 終期

R元
予定・見込
があれば記

入

種苗を安定的に養殖業者に供給するため、種苗の生産時期に時間差を設けた種苗生産体制を構築し、生
産体制の高度化を図る。

アコヤガイへい死緊急対策事業費
コスト

（単位：千円）

評
価

指標種類1

成果 ＋ ﾌﾛｰ

指標名称1

予
算

ﾌﾛｰ 試験研究課題数 課題

指標名称3

実施
期間

始期 終期

R元
予定・見込
があれば記

入

産官学が連携して大量へい死の原因究明を進めるとともに、環境変化に順応できる強い貝づくりに向け、
オール愛媛の体制で取り組む。

媛スマ養殖生産拡大技術開発試験費
コスト

（単位：千円）

評
価

　

指標種類1 指標名称1

予
算

実施
期間

始期 終期

R2
予定・見込
があれば記

入

決
算 見

直
し
方
向
性

指標種類3

実施
期間

始期 終期

R3 R5
成熟し、大径化してきている県産材の需要拡大を図り、森林所有者の経営意欲向上及び森林の循環利用
の促進に寄与していく為の研究・技術開発が必要である。

＋ ﾌﾛｰ 試験研究課題数 課題
決
算

統合

　

スギ大径材利用技術研究費
コスト

（単位：千円）

評
価

指標種類1 指標名称1

予
算

成果 ＋ ﾌﾛｰ
開発した新技術の発表件
数

件

指標種類2 指標名称2

活動

見
直
し
方
向
性

指標種類3 指標名称3



16 指標動向 R元年度 R2年度 R3年度 R4年度
最終目標
（R？）

R元年度 R2年度 R3年度 R4年度
成果
動向

3成果横ばい
向上
余地

2一定の成果向上余
地あり

単位 計画 1201 1103 779 701 事業費計 36,138 26,548 26,548 0

実績 1125 657 746 国費 7,847 7,847 7,847

達成率 93.67% 59.56% 95.76% その他 70 70 70

単位 計画 - - 882 県費 28,221 18,631 18,631

実績 - - 756 事業費計 33,165 24,405 25,129

達成率 - - 85.71% 国費 7,847 7,847 7,847 方向１

単位 計画 その他 235 90 110 方向２

実績 県費 25,083 16,468 17,172 方向３

達成率 - - - 人役 0.8 0.8 0.8

人件費 5,445 5,413 4,840

17 指標動向 R元年度 R2年度 R3年度 R4年度
最終目標
（R？）

R元年度 R2年度 R3年度 R4年度
成果
動向

3成果横ばい
向上
余地

1成果向上余地が小
さい

単位 計画 12 12 12 12 12 事業費計 1,468 1,580 1,600 1,620

実績 19 23 18 国費 1,306 1,370 1,412 1,435

達成率 158.33% 191.67% 150.00% その他

単位 計画 6 6 6 6 6 県費 162 210 188 185

実績 6 6 6 事業費計 1,365 1,423 1,364

達成率 - - - 国費 1,244 1,343 1,240 方向１

単位 計画 その他 方向２

実績 県費 121 80 124 方向３

達成率 - - - 人役 0.2 0.2 0.2

人件費 1,362 1,354 1,210

18 指標動向 R元年度 R2年度 R3年度 R4年度
最終目標
（R？）

R元年度 R2年度 R3年度 R4年度
成果
動向

3成果横ばい
向上
余地

1成果向上余地が小
さい

単位 計画 3 3 3 3 事業費計 62,957 73,784 74,926 74,926

実績 4 3 3 国費

達成率 133.33% 100.00% 100.00% その他 1,144 4,136 4,116 4,319

単位 計画 150 150 150 150 県費 61,813 69,648 70,810 70,607

実績 160 159 152 事業費計 60,991 69,851 72,066

達成率 106.67% 106.00% 101.33% 国費 方向１

単位 計画 190 190 190 190 その他 1,248 4,018 4,196 方向２

実績 232 214 223 県費 59,743 65,833 67,870 方向３

達成率 122.11% 112.63% 117.37% 人役 5.6 5.6 5.6

人件費 38,114 37,890 33,880

19 指標動向 R元年度 R2年度 R3年度 R4年度
最終目標
（R？）

R元年度 R2年度 R3年度 R4年度
成果
動向

3成果横ばい
向上
余地

1成果向上余地が小
さい

単位 計画 6 6 6 6 事業費計 24,825 39,923 36,820 36,622

実績 6 5 5 国費

達成率 100.00% 83.33% 83.33% その他 862 10,127 7,408 7,503

単位 計画 25 25 25 25 県費 23,963 29,796 29,412 29,119

実績 31 31 33 事業費計 24,425 35,050 33,630

達成率 124.00% 124.00% 132.00% 国費 方向１

単位 計画 4 4 4 4 その他 972 10,359 6,300 方向２

実績 4 3 3 県費 23,453 24,691 27,330 方向３

達成率 100.00% 75.00% 75.00% 人役 2.0 2.0 2.0

人件費 13,612 13,532 12,100

県民への病害虫防除に関する情報提供や指導資料としての
予察情報等を積極的かつ的確に発表していることから、活動
成果としては順調に推移しているものと考えられる。

新品種や新しい栽培技術の開発など、着実に試験研究成果が
得られている。継続的な試験研究の実施により、新たな技術開
発が可能である。

新品種や特許の知的財産権の取得や新しい栽培技術の開発
など、着実に試験研究成果が得られている。継続的な試験研
究の実施により、新たな技術開発が可能である。さらに産学官
との連携を一層強化することにより、より効果的な研究が実施
できる。

このまま継続

　

　

このまま継続

農林水産研究所運営費
コスト

（単位：千円）

評
価

新型コロナの感染拡大により、講習会や研修会などが制限さ
れ、計画どおりの活動が出来ななかった。

　

活動

指標種類1 指標名称1

予
算

参観デーなど果樹栽培技
術普及のための研修会回
数

回

実施
期間

始期 終期

S30
予定・見込
があれば記

入

農林水産研究所の運営に要する経費である。

実施
期間

始期 終期

S23
予定・見込
があれば記

入

果樹研究センターの運営に要する経費である。

成果 ＋ ﾌﾛｰ

事業の概要

事業の概要

見
直
し
方
向
性

このまま継続

指標種類3 指標名称3

＋ ﾌﾛｰ

果樹研究センター運営費
コスト

（単位：千円）

評
価新技術開発数 項目

指標種類2 指標名称2

成果 ＋ ﾌﾛｰ
試験成績書における大課
題数

課題
決
算 見

直
し
方
向
性

指標種類3 指標名称3

指標種類1 指標名称1

予
算

温室・露地ほ場・花壇で
の栽培展示品目

品目

実施
期間

始期 終期

S27
予定・見込
があれば記

入

植物防疫法第32条の規定により都道府県に設置することとされている病害虫防除所の運営に係る必要経
費。円滑な業務推進のため、効率的な運営体制の整備を図る。

成果 ＋ ﾌﾛｰ 普及に移しうる技術数 件

指標種類2 指標名称2

活動 ＋ ﾌﾛｰ 試験研究実施課題数 件
決
算

活動 ＋ ﾌﾛｰ

指標種類2 指標名称2

活動 0 ﾌﾛｰ 病害虫防除所職員数 人
決
算 見

直
し
方
向
性

このまま継続

指標種類3 指標名称3 　

事業の概要

指標種類2 指標名称2

活動 ＋ ﾌﾛｰ
普及指導員による個別指
導農家数　※隔年

戸
決
算 見

直
し
方
向
性

指標種類3 指標名称3

事業の概要

成果 ＋ ﾌﾛｰ
病害虫発生予察情報等の
発表

回

指標種類1 指標名称1

予
算

実施
期間

始期 終期

S24
予定・見込
があれば記

入

県下３本局２支局の普及部門、８農業指導班の年間運営に要する経費。

病害虫防除所運営費
コスト

（単位：千円）

評
価

指標種類1 指標名称1

予
算

成果 ＋ ﾌﾛｰ
農業者に対する講習会・
研修会の開催回数

回

普及指導機関運営費
コスト

（単位：千円）

評
価



20 指標動向 R元年度 R2年度 R3年度 R4年度
最終目標
（R？）

R元年度 R2年度 R3年度 R4年度
成果
動向

4成果順調である
向上
余地

2一定の成果向上余
地あり

単位 計画 100 100 100 100 100 事業費計 60,480 59,192 63,725 64,044

実績 100 100 100 国費

達成率 - - - その他 14,202 14,245 14,245 14,245

単位 計画 － 13 13 13 13 県費 46,278 44,947 49,480 49,799

実績 － 13 13 事業費計 58,434 55,429 61,680

達成率 - 100.00% 100.00% 国費 方向１

単位 計画 その他 13,752 13,944 12,273 方向２

実績 県費 44,682 41,485 49,407 方向３

達成率 - - - 人役 15.1 15.1 15.0

人件費 102,771 102,167 90,750

21 指標動向 R元年度 R2年度 R3年度 R4年度
最終目標
（R？）

R元年度 R2年度 R3年度 R4年度
成果
動向

4成果順調である
向上
余地

2一定の成果向上余
地あり

単位 計画 14 13 13 13 事業費計 34,461 35,864 36,166 37,796

実績 28 11 15 国費

達成率 200.00% 84.62% 115.38% その他 680 680 680 680

単位 計画 9 9 9 9 県費 33,781 35,184 35,486 37,116

実績 14 14 17 事業費計 33,326 32,605 32,766

達成率 155.56% 155.56% 188.89% 国費 方向１

単位 計画 その他 712 1,751 1,787 方向２

実績 県費 32,614 30,854 30,979 方向３

達成率 - - - 人役 7.4 7.4

人件費 50,365 50,069

22 指標動向 R元年度 R2年度 R3年度 R4年度
最終目標
（R？）

R元年度 R2年度 R3年度 R4年度
成果
動向

3成果横ばい
向上
余地

1成果向上余地が小
さい

単位 計画 81 85 104 105 事業費計 22,704 89,907 22,473 22,464

実績 103 109 121 国費

達成率 127.16% 128.24% 116.35% その他

単位 計画 84 84 72 51 県費 22,704 89,907 22,473 22,464

実績 78 81 63 事業費計 22,703 89,380 21,304

達成率 92.86% 96.43% 87.50% 国費 方向１

単位 計画 その他 206 460 52 方向２

実績 県費 22,497 88,920 21,252 方向３

達成率 - - - 人役 8.0 8.0 8.0

人件費 54,448 54,128 48,400

23 指標動向 R元年度 R2年度 R3年度 R4年度
最終目標
（R？）

R元年度 R2年度 R3年度 R4年度
成果
動向

3成果横ばい
向上
余地

1成果向上余地が小
さい

単位 計画 116586 127985 125015 133815 事業費計 114,112 120,498 120,959 120,847

実績 134997 126546 129631 国費

達成率 115.79% 98.88% 103.69% その他 5,465 5,408 5,178 5,178

単位 計画 3 3 3 3 県費 108,647 115,090 115,781 115,669

実績 1 1 1 事業費計 112,302 117,585 116,769

達成率 33.33% 33.33% 33.33% 国費 方向１

単位 計画 その他 23,298 5,712 13,836 方向２

実績 県費 89,004 111,873 102,933 方向３

達成率 - - - 人役 2.0 2.0 2.0

人件費 13,612 13,532 12,100

試験研究の推進のための運営経費であり、施設設備の整備に
より高度な試験研究の実施が図られる。

森林の持つ多面的機能の高度発揮に対する県民の要請に応
えると共に、森林・林業の持続的かつ健全な発展のために、新
技術の開発は欠かせないものであり、研究成果(開発した新技
術)は、随時、各種発表会や普及指導員を通じて現場移転を
行っている。

このまま継続

畜産研究センター運営費

事業の概要

指標名称3 　

水産研究センター及び栽培資源研究所の施設維持及び業務遂行に要する経費である。

見
直
し
方
向
性

このまま継続

指標種類3

実施
期間

始期 終期

S25
予定・見込
があれば記

入

水産研究センター運営費
コスト

（単位：千円）

評
価

事業の概要

指標種類1 指標名称1

予
算

実施
期間

始期 終期

S35
予定・見込
があれば記

入

試験研究や漁業者への情報提供に必要な海洋データを収集するため、水産研究センター試験船「よしゅ
う」、栽培資源研究所調査船「ゆり」の円滑な運航維持に要する経費。

成果 ＋ ﾌﾛｰ 生産物売り払い収入 千円

指標種類2 指標名称2

活動 ＋ ﾌﾛｰ 研究活動報告件数 件
決
算

事業の概要

事業の概要

＋ ﾌﾛｰ
調査船「ゆり」の運航日
数

日
決
算 見

直
し
方
向
性

このまま継続

指標種類3 指標名称3 　

予定・見込
があれば記

入

畜産研究センターの運営、維持管理及び繋養家畜等の管理に要する経費である。

実施
期間

始期 終期

S39
予定・見込
があれば記

入

林業研究センターの運営、維持管理並びに試験林等の管理に要する経費であり、試験環境の充実と県民
一般への林業・林産業の理解促進を効率的に行うため必要である。

成果 ＋ ﾌﾛｰ
開発した新技術の発表件
数

件

指標種類2 指標名称2

活動 ＋ ﾌﾛｰ 試験研究課題数 課題

指標種類1 指標名称1

予
算

林業研究センター運営費
コスト

（単位：千円）

評
価

指標種類1 指標名称1

予
算

成果 0 ｽﾄｯｸ 土地・建物の利用率 ％

指標種類2 指標名称2

活動 ＋ ﾌﾛｰ 研究活動報告件数（研究報告、畜産草地推
進部会報告、各発表に関する本数） 本

コスト
（単位：千円）

評
価

決
算 見

直
し
方
向
性

このまま継続

指標種類3 指標名称3 　

決
算 見

直
し
方
向
性

指標種類3 指標名称3 　

実施
期間

始期 終期

S48

水産試験船運航維持費
コスト

（単位：千円）

評
価

指標種類1 指標名称1

予
算

成果 ＋ ﾌﾛｰ
試験船「よしゅう」の運
航日数

日

指標種類2 指標名称2

成果



24 指標動向 R元年度 R2年度 R3年度 R4年度
最終目標
（R4）

R元年度 R2年度 R3年度 R4年度
成果
動向

3成果横ばい
向上
余地

2一定の成果向上余
地あり

単位 計画 6 6 6 - 6 事業費計 2,222 2,865 2,891 0

実績 6 6 6 国費 893 1,536 1,562

達成率 - - - その他

単位 計画 210 210 210 - 210 県費 1,329 1,329 1,329

実績 242 219 197 事業費計 1,619 2,003 2,164

達成率 115.24% 104.29% 93.81% 国費 738 958 1,096 方向１

単位 計画 その他 方向２

実績 県費 881 1,045 1,068 方向３

達成率 - - - 人役 1.2 1.2 1.2

人件費 8,168 8,120 7,260

25 指標動向 R元年度 R2年度 R3年度 R4年度
最終目標
（R？）

R元年度 R2年度 R3年度 R4年度
成果
動向

3成果横ばい
向上
余地

2一定の成果向上余
地あり

単位 計画 1201 1103 779 701 事業費計 36,843 32,188 33,310 33,596

実績 1125 657 746 国費 9,698 9,698 9,698 9,698

達成率 93.67% 59.56% 95.76% その他 8,100 8,100 8,900 9,900

単位 計画 - - 882 - 県費 19,045 14,390 14,712 13,998

実績 - - 756 事業費計 33,117 27,931 30,427

達成率 - - 85.71% 国費 9,698 9,698 9,698 方向１

単位 計画 87 87 86 89 その他 9,628 11,489 13,258 方向２

実績 87 86 89 県費 13,792 6,743 7,471 方向３

達成率 100.00% 98.85% 103.49% 人役 0.9 0.9 0.9

人件費 6,126 6,090 5,445

26 指標動向 R元年度 R2年度 R3年度 R4年度
最終目標
（R？）

R元年度 R2年度 R3年度 R4年度
成果
動向

3成果横ばい
向上
余地

1成果向上余地が小
さい

単位 計画 100000 100000 100000 100000 事業費計 1,541 1,541 1,445 1,445

実績 169108 7930 95850 国費 117 117 112 112

達成率 169.11% 7.93% 95.85% その他

単位 計画 500 500 300 300 県費 1,424 1,424 1,333 1,333

実績 313 601 817 事業費計 664 0 768

達成率 62.60% 120.20% 272.33% 国費 117 112 方向１

単位 計画 12 12 12 12 その他 方向２

実績 12 12 12 県費 547 656 方向３

達成率 - - - 人役 0.8 0.8 0.8

人件費 5,445 5,413 4,840

27 指標動向 R元年度 R2年度 R3年度 R4年度
最終目標
（R4）

R元年度 R2年度 R3年度 R4年度
成果
動向

3成果横ばい
向上
余地

2一定の成果向上余
地あり

単位 計画 7 7 7 7 事業費計 4,520 4,711 3,511 0

実績 7.6 5.9 5.3 国費 895 1,084 1,084

達成率 92.11% 118.64% 132.08% その他 1,747 1,747 547

単位 計画 7 7 7 7 県費 1,878 1,880 1,880

実績 7.5 7.6 7.5 事業費計 3,811 2,421 2,543

達成率 93.33% 92.11% 93.33% 国費 895 898 743 方向１

単位 計画 5 5 5 5 その他 1,669 1,523 457 方向２

実績 7 10 8 県費 1,247 1,343 方向３

達成率 140.00% 200.00% 160.00% 人役 4.0 4.0 4.0

人件費 27,224 27,064 24,200

化学農薬の使用量は減少傾向にあるが、化学肥料の使用量
は横ばいとなっている。引き続き講習会やエコえひめ認証制
度、みどりの食料システム法の認定制度等を活用し、環境に
優しい農業の推進を図り、化学農薬及び化学肥料の低減を目
指す。

みどりの食料システム戦略推進事業に統合実施
期間

始期 終期

S46
予定・見込
があれば記

入

土づくりと一体的に行う化学肥料・農薬の節減技術等、導入すべき生産方式の確立と普及推進活動に一体
的に取り組むとともに、硝酸性窒素の環境基準超過地区の改善等を実施し、環境保全型農業の面的な拡
大を図る。

－ ﾌﾛｰ
単位面積当たりの化学肥
料使用量

kg/10
a 決

算 見
直
し
方
向
性

統合

指標種類3 指標名称3 　

活動

環境に優しい農業生産活動推進事業費
コスト

（単位：千円）

評
価

指標種類1 指標名称1

予
算

環境保全型農業技術講習
会の開催回数

回＋ ﾌﾛｰ

事業の概要

事業の概要

実施
期間

始期 終期

S50
予定・見込
があれば記

入

生産者や生産指導者の情報ニーズに対応できる情報の提供を行うため、普及現場や試験研究機関に必
要な各種情報の収集・発信を行い、農業経営指導体制等の強化を図る。

成果 － ﾌﾛｰ
単位面積当たりの農薬使
用量

kg/10
a

指標種類2 指標名称2

成果

指標種類1 指標名称1

指標種類3 指標名称3 　

活動

農業情報高度利用推進事業費
コスト

（単位：千円）

評
価

決
算 見

直
し
方
向
性

このまま継続

指標種類3 指標名称3 　

活動 0 ﾌﾛｰ

指標種類1 指標名称1

予
算

普及指導計画数 件＋ ﾌﾛｰ

　新型コロナウイルス感染症により、普及活動が制限される
中、生産指導のみではなく、販売支援も求められており、効率
的・効果的な普及指導活動に努めている。

品目ごとの栽培管理技術情報や台風等の気象災害発生が懸
念される場合の技術対策情報を提供するほか、普及指導によ
る現場の動きを伝える重要な手段となっている。

予
算

栽培技術のホームページ
掲載数

回

実施
期間

事業の概要

成果 ＋ ﾌﾛｰ ホームページアクセス数 回

指標種類2 指標名称2

成果 ＋ ﾌﾛｰ 現地事例情報の発信数
事例
数

実施
期間

始期 終期

H15
予定・見込
があれば記

入

県内において生産される減化学合成農薬・減化学肥料栽培農産物の認証を行うことで、その品質と信頼性
を確保し、もって県産農産物の生産振興及び流通の円滑化を図るとともに、環境保全型農業の推進に資す
る。

成果 ＋ ﾌﾛｰ
農業者に対する講習会・
研修会の開催回数

回

指標種類2 指標名称2

成果

普及活動促進費
コスト

（単位：千円）

評
価

＋ ﾌﾛｰ
普及指導員による個別指
導農家数　※隔年

戸
決
算 見

直
し
方
向
性

始期 終期

S38
予定・見込
があれば記

入

協同農業普及事業を推進するため、普及指導員の普及活動にかかる基本経費とその効率化、高度化を図
る機動力等に要する経費である。

このまま継続

指標種類1 指標名称1

活動 0 ﾌﾛｰ 審査会の開催回数 回

指標種類2 指標名称2

成果 ＋ ﾌﾛｰ 出荷認証件数 件

事業の概要

特別栽培農産物等認証事業費
コスト

（単位：千円）

評
価

決
算 見

直
し
方
向
性

統合

指標種類3 指標名称3 　

みどりの食料システム戦略推進事業に統合

予
算



28 指標動向 R元年度 R2年度 R3年度 R4年度
最終目標
（R？）

R元年度 R2年度 R3年度 R4年度
成果
動向

4成果順調である
向上
余地

2一定の成果向上余
地あり

単位 計画 6 6 6 6 6 事業費計 2,175 2,181 2,186 2,186

実績 6 5 6 国費

達成率 100.00% 83.33% 100.00% その他 1,707 1,707 1,707 1,707

単位 計画 500 500 500 500 500 県費 468 474 479 479

実績 498 460 448 事業費計 2,089 2,103 1,943

達成率 99.60% 92.00% 89.60% 国費 方向１

単位 計画 70 70 70 70 70 その他 1,621 1,707 1,671 方向２

実績 75 71 70 県費 468 396 272 方向３

達成率 107.14% 101.43% 100.00% 人役 0.8 0.8 0.8

人件費 5,445 5,413 4,840

29 指標動向 R元年度 R2年度 R3年度 R4年度
最終目標
（R？）

R元年度 R2年度 R3年度 R4年度
成果
動向

4成果順調である
向上
余地

1成果向上余地が小
さい

単位 計画 7 7 7 7 7 事業費計 5,622 5,525 6,054 5,402

実績 8 6 5.3 国費 5,048 4,999 5,506 4,851

達成率 87.50% 116.67% 132.08% その他

単位 計画 12 12 12 12 12 県費 574 526 548 551

実績 19 23 18 事業費計 4,750 4,681 4,102

達成率 158.33% 191.67% 150.00% 国費 4,401 4,380 3,865 方向１

単位 計画 その他 方向２

実績 県費 349 301 237 方向３

達成率 - - - 人役 4.5 4.5 4.5

人件費 30,627 30,447 27,225

30 指標動向 R元年度 R2年度 R3年度 R4年度
最終目標
（R？）

R元年度 R2年度 R3年度 R4年度
成果
動向

4成果順調である
向上
余地

2一定の成果向上余
地あり

単位 計画 3 3 3 3 事業費計 38,474 33,096 34,637 32,655

実績 4 4 3 国費 1,212 1,218 1,218

達成率 133.33% 133.33% 100.00% その他 30,345 27,078 27,961 28,416

単位 計画 150 150 150 150 県費 6,917 4,800 5,458 4,239

実績 160 159 152 事業費計 32,580 25,908 29,810

達成率 106.67% 106.00% 101.33% 国費 1,002 1,029 836 方向１

単位 計画 その他 27,952 23,734 27,608 方向２

実績 県費 3,626 1,145 1,366 方向３

達成率 - - - 人役 10.6 10.6 10.7

人件費 72,144 71,720 64,735

31 指標動向 R元年度 R2年度 R3年度 R4年度
最終目標
（R？）

R元年度 R2年度 R3年度 R4年度
成果
動向

4成果順調である
向上
余地

1成果向上余地が小
さい

単位 計画 50 50 50 50 事業費計 47,038 37,665 39,230 37,956

実績 40 55 57 国費 329 460 942 482

達成率 80.00% 110.00% 114.00% その他 37,380 31,833 31,984 30,821

単位 計画 10 10 10 10 県費 9,329 5,372 6,304 6,653

実績 10 10 11 事業費計 41,236 0 29,423

達成率 100.00% 100.00% 110.00% 国費 272 646 方向１

単位 計画 140 140 140 140 その他 35,440 25,933 方向２

実績 153 151 180 県費 5,524 2,844 方向３

達成率 109.29% 107.86% 128.57% 人役 7.9 7.9 7.9

人件費 53,768 53,452 47,795

今までにキウイフルーツの液体受粉技術やオリジナル品種｢紅
まどんな｣、｢甘平｣の高品質安定生産技術の開発など、地域特
産に密接に関連した成果があがっている。今後の継続的な試
験研究の実施により、成果向上余地はある。

実施
期間

始期 終期

S40
予定・見込
があれば記

入

本県果樹振興に係る、新品種の育成・高品質果実安定生産技術・軽労働・省力栽培技術・効率的な病害虫
防除法・施設栽培技術など、果樹に関する多岐にわたる技術の開発等を行う。

実施
期間

始期 終期

S40
予定・見込
があれば記

入

愛媛県の農業振興のために、新品種の育成や栽培技術の開発等、必要な試験研究を実施する。

成果 ＋ ﾌﾛｰ 新品種及び新技術開発数 項目

指標種類2 指標名称2

成果

指標種類1 指標名称1

＋ ﾌﾛｰ 現地試験中の有望系統数 個体
決
算 見

直
し
方
向
性

このまま継続

指標種類3 指標名称3 　

活動

件

指標種類2 指標名称2

活動 ＋ ﾌﾛｰ
農業試験研究費中の試験
研究課題数

件

果樹試験研究費
コスト

（単位：千円）

評
価

指標種類1 指標名称1

予
算

試験研究課題数 課題＋ ﾌﾛｰ

事業の概要

事業の概要

農業試験研究費
コスト

（単位：千円）

評
価

決
算 見

直
し
方
向
性

このまま継続

指標種類3 指標名称3 　

県民への病害虫防除に関する情報提供や指導資料としての
予察情報等を積極的かつ的確に発表しており、農薬の使用量
についても適切な指導により計画を達成していることから、活
動成果としては順調に推移しているものと考えられる。

今までに腎疾患対応米｢媛育83号｣の開発など、高機能性米の
品種開発を行うほか、施設のイチゴ、トマトについて、複合環境
制御と生育に係るデータ蓄積によりスマート農業化を図り、特
色ある産地づくりを目指していることから一定の成果が期待で
きる。

予
算

実施
期間

始期 終期

S27
予定・見込
があれば記

入

農作物を害する病害虫の発生状況を把握し、的確な発生予察並びにこれに基づく、効率的かつ適正な防
除を推進することによって、安定的な農業生産に資する。

成果 ＋ ﾌﾛｰ
農業試験研究費で行われ
た主要な研究成果数

実施
期間

始期 終期

H10
予定・見込
があれば記

入

本県に適合する有望品種決定のための基礎的な調査の実施等、奨励品種種子の安定的な生産確保、優
良種子生産対策等を強化する。

成果 － ﾌﾛｰ
単位面積当たりの農薬使
用量

㎏/10
ａ

指標種類2 指標名称2

活動

指標種類1 指標名称1

＋ ﾌﾛｰ
病害虫発生予察情報等の
発表

回
決
算 見

直
し
方
向
性

このまま継続

指標種類3 指標名称3 　

指標種類2 指標名称2

活動 ＋ ﾌﾛｰ 種子生産ほ場審査数 枚

病害虫発生予察活動費
コスト

（単位：千円）

評
価

指標種類1 指標名称1

予
算

事業の概要

事業の概要

優良種子生産体制強化事業費
コスト

（単位：千円）

評
価

決
算 見

直
し
方
向
性

このまま継続

指標種類3 指標名称3 　

成果 ＋ ﾌﾛｰ

　採種技術向上研修会の開催、栽培指針の作成等により、種
子生産農家の生産技術の向上を図り、優良種子の安定供給
につながっている。

予
算

水稲・麦・大豆種子更新
率

％

活動 ＋ ﾌﾛｰ
採種技術向上研修実施回
数

回



32 指標動向 R元年度 R2年度 R3年度 R4年度
最終目標
（R？）

R元年度 R2年度 R3年度 R4年度
成果
動向

4成果順調である
向上
余地

2一定の成果向上余
地あり

単位 計画 5 5 5 5 － 事業費計 23,435 31,960 12,435 24,995

実績 5 4 5 国費

達成率 - - - その他 20,738 25,575 7,032 20,743

単位 計画 4 6 5 5 － 県費 2,697 6,385 5,403 4,252

実績 4 6 5 事業費計 22,045 24,977 8,328

達成率 100.00% 100.00% 100.00% 国費 方向１

単位 計画 その他 19,350 18,592 3,215 方向２

実績 県費 2,695 6,385 5,113 方向３

達成率 - - - 人役 5.4 8.1 5.2

人件費 36,753 54,805 31,460

33 指標動向 R元年度 R2年度 R3年度 R4年度
最終目標
（R？）

R元年度 R2年度 R3年度 R4年度
成果
動向

4成果順調である
向上
余地

2一定の成果向上余
地あり

単位 計画 3 3 2 2 事業費計 2,390 2,390 1,190 1,260

実績 5 2 1 国費 1,165 1,165 565 600

達成率 166.67% 66.67% 50.00% その他

単位 計画 3 3 2 2 県費 1,225 1,225 625 660

実績 3 3 2 事業費計 2,389 2,370 1,190

達成率 100.00% 100.00% 100.00% 国費 1,165 1,165 565 方向１

単位 計画 その他 方向２

実績 県費 1,224 1,205 625 方向３

達成率 - - - 人役 0.8 0.8 0.4

人件費 5,445 5,413 2,420

34 指標動向 R元年度 R2年度 R3年度 R4年度
最終目標
（R？）

R元年度 R2年度 R3年度 R4年度
成果
動向

4成果順調である
向上
余地

2一定の成果向上余
地あり

単位 計画 15 20 21 24 21 事業費計 23,051 34,613 35,612 37,450

実績 15 20 21 国費 24 25

達成率 100.00% 100.00% 100.00% その他 11,795 19,998 24,310 24,855

単位 計画 8 8 6 7 7 県費 11,232 14,590 11,302 12,595

実績 8 8 6 事業費計 22,502 28,794 32,938

達成率 100.00% 100.00% 100.00% 国費 24 0 方向１

単位 計画 その他 11,654 15,988 22,557 方向２

実績 県費 10,824 12,806 10,381 方向３

達成率 - - - 人役 6.2 6.2 6.2

人件費 42,198 41,950 37,510

35 指標動向 R元年度 R2年度 R3年度 R4年度
最終目標
（R？）

R元年度 R2年度 R3年度 R4年度
成果
動向

4成果順調である
向上
余地

2一定の成果向上余
地あり

単位 計画 4 5 事業費計 0 0 2,632 2,296

実績 4 国費

達成率 - - 100.00% その他

単位 計画 3 3 県費 2,632 2,296

実績 3 事業費計 0 0 2,359

達成率 - - 100.00% 国費 方向１

単位 計画 その他 方向２

実績 県費 2,359 方向３

達成率 - - - 人役 0.6

人件費 3,630

個

指標種類2 指標名称2

活動 ＋ ﾌﾛｰ

課題

指標種類2 指標名称2

事業の概要
実施
期間

始期 終期

R4
親子鑑定技術を活用した迅速な優良家系の育種を行うとともに、人工種苗に適した養殖手法を確立するこ
とで、ブリ養殖漁家の収益向上と経営安定化を図る。

指標種類1 指標名称1

＋ ﾌﾛｰ 試験研究課題数 個
決
算 見

直
し
方
向
性

このまま継続

指標種類3 指標名称3 　

ブリ迅速育種技術開発試験費
コスト

（単位：千円）

評
価

指標種類1 指標名称1

予
算

試験研究課題数 課題

水産試験研究費
コスト

（単位：千円）

評
価

決
算 見

直
し
方
向
性

実施
期間

始期 終期

S39
予定・見込
があれば記

入

水産研究センター（栽培資源研究所を含む）において、試験研究等を円滑に行うために必要な経費。

成果 ＋ ﾌﾛｰ
本事業で得られた知見・
技術数の数

個

指標種類2 指標名称2

成果

事業の概要

このまま継続

指標種類3 指標名称3 　

初期生長に優れたエリートツリーの種子生産において、園外花
粉抑制による性能低下防止に関し、簡易ビニールハウス等の
効果は限定的であり、エリートツリーの防風垣設置により園内
花粉濃度を高める手法が有効であることがわかり、採種園マ
ニュアルの改良を通じて優良種苗生産体制に貢献できた。

予
算

実施
期間

始期 終期

S27
予定・見込
があれば記

入

県民の森林と林業に対する多様な要請に応え、経済的機能と公益的機能を高度に両立させるためには、
森林の持つ様々な機能の解明や、森林資源の持続的な循環利用のための研究・技術開発が必要である。

成果 ＋ ﾌﾛｰ
本事業で得られた知見・
技術等の数

事業の概要

実施
期間

始期 終期

S35
予定・見込
があれば記

入

畜産研究センターにおいて経常的に行う試験研究に要する経費である。

成果 ＋ ﾌﾛｰ
開発した新技術の発表件
数

件

指標種類2 指標名称2

活動

指標種類1 指標名称1

＋ ﾌﾛｰ 試験研究課題数 課題
決
算 見

直
し
方
向
性

このまま継続

指標種類3 指標名称3 　

活動 ＋ ﾌﾛｰ 試験実施課題数 課題

林業試験研究費
コスト

（単位：千円）

評
価

指標種類1 指標名称1

予
算

事業の概要

畜産試験研究費
コスト

（単位：千円）

評
価

決
算 見

直
し
方
向
性

このまま継続

指標種類3 指標名称3 　

毎年度、成果を発表し技術の普及を図っており、事業の継続に
より新新規技術の確立が見込まれる。

予
算

成果 0 ﾌﾛｰ
県畜産関係業績発表会における試
験研究関連の発表課題数



36 指標動向 R元年度 R2年度 R3年度 R4年度
最終目標
（R？）

R元年度 R2年度 R3年度 R4年度
成果
動向

3成果横ばい
向上
余地

2一定の成果向上余
地あり

単位 計画 3 4 事業費計 0 0 1,739 1,739

実績 3 国費

達成率 - - 100.00% その他

単位 計画 3 4 県費 1,739 1,739

実績 3 事業費計 0 0 1,665

達成率 - - 100.00% 国費 方向１

単位 計画 その他 方向２

実績 県費 1,665 方向３

達成率 - - - 人役 0.4

人件費 2,420

37 指標動向 R元年度 R2年度 R3年度 R4年度
最終目標
（R？）

R元年度 R2年度 R3年度 R4年度
成果
動向

4成果順調である
向上
余地

2一定の成果向上余
地あり

単位 計画 3 3 事業費計 0 0 3,478 3,416

実績 3 国費

達成率 - - 100.00% その他

単位 計画 2 2 県費 3,478 3,416

実績 2 事業費計 0 0 3,201

達成率 - - 100.00% 国費 方向１

単位 計画 その他 方向２

実績 県費 3,201 方向３

達成率 - - - 人役 0.4

人件費 2,420

38 指標動向 R元年度 R2年度 R3年度 R4年度
最終目標
（R5年度）

R元年度 R2年度 R3年度 R4年度
成果
動向

4成果順調である
向上
余地

2一定の成果向上余
地あり

単位 計画 1 2 3 事業費計 0 0 12,437 12,437

実績 1 国費

達成率 - - 100.00% その他 12,597 12,597

単位 計画 2 2 2 県費 -160 -160

実績 2 事業費計 0 0 11,926

達成率 - - 100.00% 国費 方向１

単位 計画 その他 12,086 方向２

実績 県費 -160 方向３

達成率 - - - 人役 1.0

人件費 6,050

39 指標動向 R元年度 R2年度 R3年度 R4年度
最終目標
（R5年度）

R元年度 R2年度 R3年度 R4年度
成果
動向

4成果順調である
向上
余地

2一定の成果向上余
地あり

単位 計画 0 0 4 事業費計 0 0 8,016 8,154

実績 0 国費

達成率 - - - その他 5,946 5,946

単位 計画 10 10 10 県費 2,070 2,208

実績 10 事業費計 0 0 7,516

達成率 - - 100.00% 国費 方向１

単位 計画 その他 5,446 方向２

実績 県費 2,070 方向３

達成率 - - - 人役 1.3

人件費 7,865

試験計画のとおり順調に試験を実施中であり、データを積み上
げることにより成果の向上が見込まれる。

R4年度より畜産試験研究費へ統合

試験計画のとおり順調に試験を実施中であり、データを積み上
げることにより成果の向上が見込まれる。

R4年度より畜産試験研究費へ統合
事業の概要

＋ ﾌﾛｰ
暑熱ストレスの影響に関
する調査区数

区

始期 終期

R3 R5
気候の温暖化が進展する中、汗腺が無く体温調節機能に劣る鶏（採卵鶏）の効果的な暑熱対策を講じるた
め、鶏体内での代謝効率に優れ暑熱ストレスの軽減に有効とされる油脂飼料に着目し、暑熱期における採
卵鶏への効果的な油脂飼料給与技術を開発する。

他県では報告例のない被せ網（底網なし）と施肥を組み合わせた新手法を検討するとともに、干潟環境の
改善など、資源回復に向けた技術の高度化を図る。

成果 ＋

実施
期間

始期 終期

R3 R5
県内で発生する食品製造副産物等未利用資源のうち、飼料価値の高い素材を活用し、低コストかつ長期
保存可能で利用性の高いTMR（完全混合型）飼料の発酵調製技術を確立し、本県酪農経営の収益向上及
び資源循環型畜産の推進を図る。

成果 ＋ ｽﾄｯｸ
暑熱対策に有効な油脂の
数

種類

指標種類2 指標名称2

活動

指標種類1 指標名称1

決
算 見

直
し
方
向
性

統合

指標種類3 指標名称3 　

実施
期間

活動 ＋ ﾌﾛｰ
技術確立に向けて実施し
た乳牛飼養試験の回数

回

採卵鶏暑熱対策飼料給与技術確立試験費
コスト

（単位：千円）

評
価

指標種類1 指標名称1

予
算

低コストＴＭＲ飼料調製技術確立試験費
コスト

（単位：千円）

評
価

決
算 見

直
し
方
向
性

統合

指標種類3 指標名称3 　

事業の概要

事業の概要

予
算

実施
期間

始期 終期

R4
高水温耐性候補株について、養殖試験及び屋内培養試験を繰り返し、本県での養殖に適したオリジナル
品種の作出を進める。

成果 ＋ ｽﾄｯｸ
TMR原料に利用可能と判定
した食品残さの品目数

種類

指標種類2 指標名称2

ﾌﾛｰ
本事業で得られた知見・
技術数の数

個

指標種類2 指標名称2

活動

指標種類1 指標名称1

＋ ﾌﾛｰ 試験研究課題数 個
決
算 見

直
し
方
向
性

このまま継続

指標種類3 指標名称3 　

個

指標種類2 指標名称2

活動 ＋ ﾌﾛｰ 試験研究課題数 個

高水温耐性ノリ作出技術開発試験費
コスト

（単位：千円）

評
価

指標種類1 指標名称1

予
算

実施
期間

始期 終期

R4

アサリ資源回復技術高度化試験費
コスト

（単位：千円）

評
価

決
算 見

直
し
方
向
性

このまま継続

指標種類3 指標名称3 　

事業の概要

予
算

成果 ＋ ﾌﾛｰ
本事業で得られた知見・
技術数の数



40 指標動向 R元年度 R2年度 R3年度 R4年度
最終目標
（R？）

R元年度 R2年度 R3年度 R4年度
成果
動向

3成果横ばい
向上
余地

2一定の成果向上余
地あり

単位 計画 2 3 3 3 事業費計 0 1,573 1,573 1,323

実績 2 3 国費

達成率 - 100.00% 100.00% その他

単位 計画 2 3 3 3 県費 1,573 1,573 1,323

実績 2 3 事業費計 0 1,041 1,569

達成率 - 100.00% 100.00% 国費 方向１

単位 計画 その他 方向２

実績 県費 1,041 1,569 方向３

達成率 - - - 人役 0.4 0.4

人件費 2,707 2,420

指標種類3 指標名称3

ﾌﾛｰ

実施
期間

始期

指標種類2 指標名称2

活動 ＋ ﾌﾛｰ 試験研究課題数 課題
決
算

このまま継続

　

事業の概要終期

R2
予定・見込
があれば記

入

ガザミを指標として有用水産資源に対する流れ藻の影響を調査するとともに、天然素材を用いた人工流れ
藻を試作し、これが流れ藻の代替となり得るか、その有効性を検証する。

成果 ＋

有用水産資源増大技術開発試験費
コスト

（単位：千円）

評
価

指標種類1 指標名称1

予
算

本事業で得られた知見・
技術数の数

個

見
直
し
方
向
性



４－３　事務事業管理シート（新規事業） ns07

1 4年度

事業費計 921

国費 460

その他

県費 461

2 4年度

事業費計 1,300

国費

その他

県費 1,300

3 4年度

事業費計 2,100

国費

その他

県費 2,100

4 4年度

事業費計 17,700

国費 17,700

その他

県費

5 4年度

事業費計 1,215

国費

その他

県費 1,215

6 4年度

事業費計 5,770

国費

その他 3,302

県費 2,468

7 4年度

事業費計 3,000

国費 1,431

その他

県費 1,569

8 4年度

事業費計 2,400

国費

その他 2,400

県費

かんきつ貯蔵病害防除技術確立試験費
コスト

（単位：千円）

予
算

予算施策名 農林水産新技術の開発・普及

かんきつ日焼け症軽減技術確立試験費
コスト

（単位：千円）

予
算

かんきつせん定技術習得システム開発費
コスト

（単位：千円）

予
算

新たな鶏卵品質保持技術開発試験費
コスト

（単位：千円）

スマート農業技術開発・普及促進事業費
コスト

（単位：千円）

予
算

牛受精卵効率的生産技術確立試験費
コスト

（単位：千円）

予
算

予
算

えひめ型酪農技術体系確立事業費
コスト

（単位：千円）

予
算

予
算

低コスト県産養鶏飼料開発事業費
コスト

（単位：千円）



9 4年度

事業費計 70,222

国費

その他 70,222

県費

10 4年度

事業費計 3,110

国費

その他

県費 3,110

11 4年度

事業費計 2,001

国費

その他

県費 2,001

12 4年度

事業費計 1,130

国費

その他

県費 1,130

13 4年度

事業費計 3,574

国費

その他

県費 3,574

県産大径材利用拡大事業費
コスト

（単位：千円）

予
算

スギエリートツリー特性調査試験費
コスト

（単位：千円）

予
算

真珠母貝仕立技術開発試験費
コスト

（単位：千円）

予
算

県産サーモン開発試験費
コスト

（単位：千円）

予
算

ＩＣＴ活用魚病診断等支援システム構築事業費
コスト

（単位：千円）

予
算


